
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令和４年３月３１日現在 
 

公益財団法人さかきテクノセンター 
 

経 営 状 況 報 告 書 

 

 



－1－ 

 

目     次 

 

 

◆令和３年度事業の実施状況について ……………………  1 ～  3 

 

◆令和３年度収支決算書 ……………………………………  4 ～ 20 

 １ 収 支 計 算 書 …………………………………… 4 ～  8 

 ２ 正味財産増減計算書 …………………………………… 9 ～ 13 

 ３ 貸 借 対 照 表 ……………………………………14 ～ 15 

 ４ 財 産 目 録 ……………………………………16 ～ 18 

 ５ 計算書類に関する注記 …………………………………………  19 

 ６ 監 査 報 告 書 …………………………………………  20 

 

 

◆令和４年度事業計画について  …………………………  21 ～ 24 

 １ 全 体 事 業 計 画  ………………………………… 21 ～ 22 

 ２ 事 業 の 詳 細  ………………………………… 23 ～ 24 

 

 

◆令和４年度収支予算書  …………………………………  25 ～ 29 

 １ 全会計収支予算  ………………………………   25 ～ 29 

  

 

 

 



－2－ 

 

 開催期日 参加者

(1)

4/17 13

5/21 11

6/17 12

7/15 8

9/17 6

10/21 11

11/18 11

12/8 8

3/17 10

4/15 15

5/13 12

6/10 13

7/15 12

9/15 10

10/14 11

11/26 6

12/16 12

3/10 8

(2)

10/6 40

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

 3. 測定技術の
　基礎講座
（長野県職業能力
　開発協会との
　共催）

9/8

計測機械概論

令和３年度に町内企業に就職した新入社員を対象に、社会人と
しての基礎的に知識を学ぶ。

17

測定現場における計測機械のポイント

・測定誤差要因について

・熱膨張の影響

9/9

ネジ、ノギス、マイクロメータの歴史

ブロックゲージの取扱い

6/10

寸法の表し方

記入方法と注意点

嵌め合い、表面粗さ

穴基準、軸基準

6/11

形のゆがみ、位置ずれによる公差

IT等級、幾何公差、仕上げ公差、中心間距離公差、他公差一般

材料、熱処理、表面処理

指示記号、指示方法

ノギス、マイクロメータ、ダイヤルゲージの構造と歴史

取り扱いと校正

9/10

測定機器の種類と幾何公差への対応

ノギス、マイクロメータ、ダイヤルゲージの正しい
測定方法　良い例と悪い例

63

研
 
修
 
事
 
業

フォローアップ研修

 2. 機械図面の
　読み方習得研修
（長野県職業能力
　開発協会との
　共催）

6/7
製図の概要

27

令和2年度事業報告、会計報告 令和3年度事業計画予算案

金属3Ⅾプリンタ導入スケジュール、共同実験経過報告

長野県工業技術センター　３Dデジタル拠点視察

共同実験報告、共同実験計画について

共同実験報告、共同実験計画、金属3Dプリンタシステム見学

共同実験報告、共同実験計画について　

東北大学金属材料研究所　千葉晶彦研究室交流事業

共同実験報告、共同実験計画、県工技センター受託研究報告

図面とは、図面枠、尺度、線の種類と用途

6/8
図示の工夫　Ⅰ

投影法、補助投影、部分投影、部分拡大、断面図

6/9
図示の工夫　Ⅱ

断面図の種類と表し方

 1. 新入社員
　研修会（坂城町
　商工会と共催）

4/6～8

令和４年３月３１日現在

事　　　　業　　　　名 内　　　　　　　　容

 1. 技術コーディ
　ネート事業

４～3

地域内企業の技術相談、技術指導及び他機関とのマッチングな
ど、企業訪問を含めてニーズ調査と技術コーディネート等を
行った。

142
研
究
開
発
支
援
事
業

・技術相談85件（123名）
  （内大学、工技センター、企業等マッチング 19件）
・企業訪問19件

小水力発電装置清掃作業　（4/17 及び4/20 )

幹事会、総会

木質バイオマス発電施設視察　信州ウッドパワー㈱

小水力発電施設メンテナンス作業

小水力発電施設メンテナンス作業

定例会

定例会、懇親会

定例会

 2. さかき技術
　交流研究会事業

県内企業見学会　㈱ﾐﾏｷｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ　定例会、新年会

 3.さかき金属３D
　プリンタ研究会
　事業

共同実験報告、共同実験計画、県工技センター受託研究報告

 

  

令和３年度事業の実施状況について 

－1－ 



－3－ 

 

 開催期日 参加者

(2) 1.

2.

3.

4.

　SolidworkS CAD入門研修

　講師：トレソル　代表　藤岡潤一 氏

　SolidworkS Sumilation研修

　講師：キャディットプロジェクト  技術部長 河田裕子 氏

 7/12.13 ○ 8

(3)  7/14 ○ 5

 7/14 ○ 5

 7/20 ○ 7

 7/21 ○ 7

 7/21 ○ 6

○

三次元測定機 5 ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾏｲｸﾛｽｺｰﾌﾟ 14

微小硬さ試験機 5 測定工具 6

ﾛｯｸｳｪﾙ硬さ試験機 2 恒温恒湿機 4

表面粗さ測定機 15 蛍光X線分析装置 14

精密万能試験機 54 ３Ｄプリンタ装置 0

輪郭形状測定機 31 小型環境試験機 12

真円度測定機 1

○

三次元測定機 42 ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾏｲｸﾛｽｺｰﾌﾟ 6

微小硬さ試験機 5 校正工具 0

ﾛｯｸｳｪﾙ硬さ試験機 2 蛍光X線分析装置 27

表面粗さ測定機 4 ３Ｄプリンタ装置 16

精密万能試験機 37 測定顕微鏡 10

輪郭形状測定機 3 電子天秤 1

真円度測定機 24

(4)

5

8/3～
8/6

3

10/1.2

　　　　産学官連携室長　　教授　村上 泰 氏

163

178

参加
50団体

講　師：信州大学 学長 中村 宗一郎 氏（オンライン開催）

2/3
持続可能な地域発展と信州大学の

測定工具の検査実習（ノギス、ハイドケージ）

7/26～28

　
市
場
開
拓
・

　
交
流
支
援
事
業

10/1
・オープニングセレモニー
・環境にやさしいモノづくり企業の紹介、企業PR動画配信
・特別講演①金沢工業大学　鈴木康允客員教授
・特別講演②埼玉工業大学　森川智博講師
・金属３Ｄプリンタシステムオープニングセレモニー
・記念講演　東北大学金属材料研究所　千葉晶彦教授
・企業、大学によるオンラインプレゼンテーション
・上田女短と坂城中とのSDGsをテーマとしたコラボレーション

1. 2021 さかき
　モノづくり展

　坂城町企業の高度な技術力と環境への取組みなど「モノづく
りのまち坂城」の魅力を町内外に情報発信した。

試
験
・
計
測
事
業

真円度測定機実技講習会
　　講師　㈱東京精密

蛍光X線分析装置実技講習会
　　講師　㈱島津製作所

精密万能試験機実技講習会
　　講師　㈱島津製作所

微小硬さ試験機実技講習会
　　講師　㈱ミツトヨ

2. 試験・測定機器
 の共同利用

4～3

試験・測定機器の共同利用

1. 試験・計測機器
 取扱い実技講習会

三次元測定機　実技講習会（2日間）
　　講師　㈱東京精密

表面粗さ測定機実技講習会
　　講師　㈱東京精密

3. 試験・測定機器
 の測定受託

4～3

試験・測定機器の測定受託

事　　　　業　　　　名 内　　　　　　　　容

 4.ミツトヨ計測
 学院測定工具の
 定期検査講座

10/26

計測管理と定期検査の準備（ブロックゲージの取扱い）　

16

研
 
修
 
事
 
業

測定工具の検査実習（マイクロメータ）

10/27

測定工具の検査実習（ダイヤルゲージ）

　　　　　ミッション・ビジョン・バリュー

 5. 坂城技術
   セミナー

 6.新春経済講演会
　 (坂城経営
   フォーラム)

105

11/19 11

機械加工のための化学的視点

講　師：信州大学繊維学部　化学・材料学科
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 開催期日 参加者

10/1.2 参加
50団体

10/14～16 2社

10/22～23 0社

3/16～
18

2社

1/4 47名

10/1.2

3/30
37名

(5)

・ 優秀技能者

・

・ 0

・ 0

4～3

4～3

326件 2,612人

191件 710人

3件 46人

520件 3,368人

2. 展示会への
  出展支援

〇第26回機械技術要素展（リアル開催）
機械部品や加工技術、表面処理などのユーザーとの商談
PRを目的に機械要素技術展に出展する町内企業を支援した。

8. 貸館事業 4～3

センターの貸館

　　　町内企業

　　　町外企業

　　　一般町民

　　　　　計

6. メールマガジン
　による情報提供

4～3
テクノセンター、関係機関等の情報発信

9,514
メール発信回数26回

7. 坂城ﾃｸﾉｾﾝﾀｰ
　管理事業

坂城テクノセンターの管理・運営

4. ﾃｸﾉﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ事業 4～3
技術ビデオの共同利用

技術専門書の共同利用

5. ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等による
　お知らせ

テクノセンター、関係機関等の情報を随時提供

 10/23

ものづくり分野における優秀な技術・技能を有する方及び新技
術を開発等された優秀技能者を町表彰式で表彰した。

7名

㈱都筑製作所　　山﨑伸幸氏　塚田浩史氏

新技術・発明

㈱マースウインテック　本山直樹氏

㈱竹内製作所　　　　　近藤大樹氏　奥谷俊平氏

　　　　　　　　　　　角龍健史氏　滝澤貴登氏

 
3．新春賀詞交歓会

○テクノハート坂城協同組合との共催により、
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、開催規模を縮小、
地域内企業の経営者による賀詞交歓会を開催した。

1. 夏休み親子
 体験教室

7/31

環境にやさしいまちづくり　ゲームで体験　SDGｓ

40名親子と商工会工業部会員がカードゲームを通じSDGsを学んだ

事　　　　業　　　　名 内　　　　　　　　容

1. 2021 さかき
　モノづくり展

10/2
・長野大学坂城町講座　田中法博教授
・ぼくとわたしのモノづくり（高校生版）
・ぼくとわたしのモノづくり（中学生版）
・環境と技術　持続可能なモノづくり（パネルディスカッション）

・クロージングセレモニー

〇諏訪圏工業メッセ２０２１（オンライン開催）
地方では国内最大級の工業専門展示会として評価の高い諏訪圏
メッセに出展する町内企業を支援した。

○上田地域産業展２０２１（オンライン開催）
 上田地域定住自立圏構想に基づく事業として、圏域企業の製
品・技術の発信のため上田地域産業展開催を支援した。

そ
の
他
事
業

SDGsとは何か。17の目標を達成するために2030年までに何をす
べきか。誰一人取り残さないSDGsの理念を学んだ。

2. ＷＥＢ企業
 説明会

9/9～
10

県内外の学生を対象にリクルート活動への足掛りとなる
坂城町企業のオンラインでのＷＥＢ企業説明会を開催。
11社　参加　ZOOM、YouTube での配信 11社

9/9  4社　180分　配信　　9/10  7社  165分　配信

3. 坂城WAZA
　ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ事業

市
場
開
拓
・
交
流
支
援
事
業

 
4．金沢工業大学・
　埼玉工業大学
　との連携事業

・2021 さかきモノづくり展参加　(特別講演・パンフ掲載）
・連携会議開催(WEB会議）
  金沢工業大学連携会議　参加者 19名
   町.（公財）さかきテクノセンター.テクノハート坂城(協）

  埼玉工業大学連携会議　参加者 18名
   町.（公財）さかきテクノセンター.テクノハート坂城(協).坂城高校

（４）
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令和３年度収支決算書 
１ 収支計算書 全 会 計 
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令和３年度収支決算書 
２ 正味財産増減計算書 全 会 計 
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令和３年度収支決算書 
３ 貸借対照表 全 会 計 
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令和３年度収支決算書 
４ 財産目録 全 会 計 
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１ 重要な会計方針 

（１）資金の範囲には、現金預金、有価証券、未収金、仮払金及び預り金を含めている。 

なお、当期末残高は下記５に記載するとおりである。 

（２）固定資産の減価償却は、平成１８年度から実施。 

（３）資産取得資金及び特定費用準備資金取扱規程制定 令和３年度末制定 
 
２ 基本財産の増減及びその残高は、次のとおりである。          （単位：円）                                

科   目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期期末残高 

現 金 預 金 50,000,000 0 0 50,000,000 

合   計 50,000,000 0 0 50,000,000 
 
３ 運用基金の増減及びその残高は、次のとおりである。           (単位：円）                           

科   目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期期末残高 

現 金 預 金 75,000,000 0 0 75,000,000 

合   計 75,000,000 0 0 75,000,000 
 
４ 運用財産の増減及びその残高は、次のとおりである。           
 
資産取得資金 
(1)機器整備積立預金                           （単位：円） 

科   目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期期末残高 

現 金 預 金 8,501,000 1,500,000 0 10,001,000 

合   計 8,501,000 1,500,000 0 10,001,000 
 
特定費用準備資金 
(2)研究開発積立預金                             （単位：円） 

科   目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期期末残高 

現 金 預 金 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 

合   計 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 

(3)技術交流積立預金                           （単位：円） 

科   目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期期末残高 

現 金 預 金 3,000,000             0 0 3,000,000 

合   計 3,000,000 0 0 3,000,000 

(4)産業基盤強化積立預金                         （単位：円） 

科   目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期期末残高 

現 金 預 金 2,000,000 0 0 2,000,000 

合   計 2,000,000 0 0 2,000,000 
 
５ 次期繰越収支差額の内容は、次のとおりである。（単位：円） 

科   目 前期末残高 当期末残高 
現 金 預 金 

(流動資産)合計 
(流動負債)合計 
次期繰越収支差額 

3,198,813 
3,198,813 

4,304,334 
4,304,334 

169,352 160,199 
3,029,461 4,144,135 

－19－ 

計算書類に関する注記 
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令和４年度事業計画について 

 

１ 事業全体計画案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 連携支援、技術相談等の充実 

  ・国、県等の関係機関や協定を締結する４つの大学（信州大学、長野大学、埼玉工 

  業大学、金沢工業大学）との連携強化を図ります。 

  ・センター長や産学連携コーディネータを中心に、支援指導等に努めます。 

 

(2) 坂城経営フォーラムの開催 

  ・企業経営や人材育成などの参考の一助として、「坂城経営フォーラム」を開催しま

す。 

 

(3) 新技術・新産業創出セミナーの開催、情報提供の実施 

・新分野への展開・進出、SDGs やゼロカーボンなど環境への対応に向けた最新技術

を紹介するセミナーの開催や技術支援、助成制度などの情報提供を行います。 

 

(4) 検査・測定事業 

  ・当センターに設置している検査・測定機器等の共同利用を促進します。 

・検査・測定、操作技術を習得する講習会を実施します。 

・新たに非接触三次元測定機を整備し、正確迅速な検査測定事業を行います。 

－ 5 － 

 令和３年度は、昨年来の新型コロナウイルス感染症の影響を受け、引き続き社会経済環

境は大変厳しい状況となりました。コロナ禍における企業活動を支援するため、当センタ

ー事業については、施設の防疫用品及びオンライン環境の整備により、感染予防対策の強

化と付加価値の向上を図り、安全・安心な施設利用の提供に努めました。 

 また、革新的な技術開発に取り組むため、研究機関以外では全国初となる先端技術「金

属３Ｄプリンタシステム」を導入し、町内企業の特徴を活かした新技術開発や新分野進出

を支援するなど、これからのモノづくり技術の高度化を見据え機能強化を図りました。 

こうした中で、「2021 さかきモノづくり展」を、昨年度の「オンラインモノづくり展」

の成果を踏まえ、リアルとオンライン双方のメリットを活かしたハイブリットでの開催に 

チャレンジしました。新型コロナ感染拡大防止の観点から止む無くブース展示は取り止め

ましたが、50 の企業・団体により、坂城町企業の高度な技術力や製品群を紹介し、ビジ

ネスチャンスを創出するととともに、中学生、高校生などの若者世代が参加することで

「モノづくり」を学び、その魅力を伝える機会となりました。 

 令和４年度おいても、引き続き厳しい状況が続くと予想されますが、2030 年 SDGｓの達

成、2050 年ゼロカーボンを視野に、環境への取り組みや企業ＤＸの推進など「持続可能

なモノづくりのまち坂城」の実現に向けて坂城町企業の技術力向上を支援します。 

また、財団のミッションである ①試験・計測、②技術の高度化、③人材育成、④企業

間交流、⑤情報の収集・提供の５つの柱により、中小企業の振興とモノづくり支援に努め

ます。 

 事業実施にあたっては、地域関係機関をはじめ産学官との連携やオンラインなどの IT

技術を活用することで、機動的かつ効果的に事業を展開します。 

－ 21－ 
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   (5) 技術交流研究会の支援及び交流の場作り 

  ・当センターが事務局を務める研究会事業を支援し、企業間交流や技術力の向上、

新製品開発等を促進します。 

 

(6) 坂城町経営革新塾の開催 

  ・製造業若手経営者や後継者を会員として、「坂城町経営革新塾」を坂城町商工会と

ともに開催し、情報交換や勉強会を行います。 

 

(7) 坂城 WAZA パワーアップ事業の実施 

   町との共催により、「坂城 WAZA パワーアップ事業」を実施します。 

 

(8) さかき金属３Ⅾプリンタ研究会による調査・研究 

  ・金属３Ｄプリンタシステムによる研究開発、技術習得に取り組みます。 

・環境保全・エネルギーに関する新技術の調査・研究を進めます。 

 

 

 

 

 

２  事業の詳細 

 

 (1)研究開発支援事業                     （単位：千円） 

 

 

 

 

 

事  業  名 内      容  

1 技術コーディネート事業 ・地域内の企業訪問などを積極的に行い、技術相

談、補助金等の申請指導などのコーディネート

事業を推進します。 

 

800 

2 さかき技術交流研究会事業 ・地域内企業の技術担当者や経営者を会員とする

技術研究会について、会員の意向に基づく事業

の決定、運営を行い、交流や技術力の向上、新

製品の開発等を支援します。 

 

独自会計 

3 さかき金属３Ｄプリンタ 

研究会事業 

・金属３Ⅾプリンタの利活用を考える企業や興味

のある企業とともに、金属積層造形法の研究、

技術習得、イノベーションに取り組みます。 

 

850 

－ 22－ 
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 (2)研修事業                        （単位：千円） 

 
 
 
(3)試験・計測事業                       

事  業  名 内      容  

1 坂城経営フォーラム ・時代のニーズにあわせて、各界各層で活躍され

ている著名な知識人、経営者等をお招きして講

演会を開催するほか、講師を囲んでの意見交換

会等も逐次実施します。 

 

555 

2 新技術・新産業創出セミナー 

（IOT・AI セミナー等） 

 

・環境技術や情報技術、次世代産業など、地域企

業のニーズや産業政策ニーズに基づき、新分野

への展開・進出のための最新技術等を紹介する

セミナーの開催や企業活動のデジタル化に向

けた情報提供などを行います。 

 

150 

3 坂城町経営革新塾 

 

・坂城町商工会との共催により、製造業若手  

経営者や後継者による勉強会や、技術開発の 

支援を行います。 

 

40 

4 共催による講座・研修会 

※坂城町商工会 
 浅間ﾃｸﾉﾎﾟﾘｽ地域センター 
 長野県職業能力開発協会 など 

・商工団体、産業支援機関等との共催により、当

センターを会場に、各種講座や研修会を行いま

す。 

 

― 

事  業  名 内      容  

1 試験・計測機器取扱い実技 

 講習会 

 

・当センター保有の試験・計測機器の実技講習

を行い、共同利用を促進するための技能習得

を図ります。 

 

964 

2 試験・計測機器共同利用、 

 試験・計測機器の測定受託 

・試験・計測機器の共同利用の推進と、利用者

の需要によりセンター測定員による測定受託

等を行います。 

 

6,220 

3 試験検査機器の校正 ・検査・測定機器については、常に信頼性のあ

る測定結果を得るため、認定機関による定期

的な校正を実施します。 

 

2,800 

4 試験検査機器の整備 ・非接触三次元測定機の整備を実施。 

 高解像度の光学カメラを使用して非接触で 

 迅速に輪郭形状の測定や複雑形状の部品・製

品の三次元寸法測定を行います。 

8,800 
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 (4)市場開拓・交流支援事業                 （単位：千円） 

 

 (5)その他の事業  

 

 

 

 

事  業  名 内      容  

1 展示会への出展支援 

 

・町内企業、出品者協会等が出展する展示会、

産業展等への出展を支援し、技術発信、受注

機会の確保等を図ります。 

 

150 

2 産学官連携交流事業 

  

・大学、支援機関等と連携し、技術シーズ等を

紹介する講演会を開催するなど、産学官交流

を推進します。 

 

150 

3 新春賀詞交歓会 

 

・テクノハート坂城協同組合との共催により、

地域内企業の経営者、技術者、営業担当者、

行政、商工団体関係者が一堂に会する賀詞交

歓会を開催します。 

 

500 

事  業  名 内      容  

1 坂城 WAZA パワーアップ事業 

 

・ものづくり教育の支援や、卓越技能者、優秀

技能者の選考に際して、選考委員会を設けて

審議を行います。 

 

20 

2 ホームページによるお知らせ ・当センターホームページの更新を行い、各種

事業、イベント等の情報を提供・発信します。 

 

360 

3 メールマガジンによるお知ら 

 せ 

  

・テクノセンターが開催するセミナー、講演会

等の案内をはじめ、関係機関の催し物情報等

を逐次配信します。 

 

― 

4 坂城テクノセンター管理事業 

 

・坂城テクノセンターの管理運営に係る直接的

な経費を計上します。 10,155 

5 貸館事業 

  

・１階大研修室、２階研修室等の貸館事業収入

を計上します。 
6,115 
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令和４年度収支予算書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（全会計） 
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